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1993年頃から、McCarthy & Princeによって「最適性理論（Optimality Theory）」が提案















































（1） a. /ni + kaI/ →［nikaI］ （二階）
b. /go + kaI/ →［gokaI］ （五階）
c. /nana + kaI/ →［nanakaI］ （七階）
d. /kyuU + kaI/ →［kyuUkaI］ （九階）
（Ⅱ）数詞のみ形態が変わり、助数詞には変化がない場合。この場合、数詞は「１，６，
８，10」である。2
（2） a. /iti + kaI/ →［iTkaI］ （一階）
b. /roku + kaI/ →［roTkaI］ （六階）
c. /hati + kaI/ →［haTkaI］ （八階）
d. /dzuU + kaI/ →［dzuTkaI］ （十階）
（Ⅲ）数詞には変化がないが、助数詞の形態が変わる場合。この場合、数詞は「３，４」
である。
（3） a. /saN + ha/ →［saNpa］ （三派、三波）
b. /yoN + ha/ →［yoNpa］ （四派、四波）
（Ⅳ）数詞と助数詞の両方の形態が変わる場合。この場合、数詞は「１，６，８，10」で
ある。
（4） a. /iti + haI/ →［iTpaI］ （一杯）
b. /roku + haI/ →［roTpaI］ （六杯）
c. /hati + haI/ →［haTpaI］ （八杯）









で提案するものであり、（９）～（11）はMcCarthy & Prince（1999）、（12）はIto &
Mester（1996）の制約である。なお、この他にも必要に応じて制約を設けることにする。



























（12）Rendaku（連濁）（＝Sequential Voicing, Seq Voi）
この制約は、「複合語の第二要素は有声音で始まらなければならない（＝無声音で始ま
ってはならない）」ことを表すもの。
この制約については本稿では詳しく扱わないが、/natsu + sora/ →［natsuzora］（夏空）、
/kawa + hata/ →［kawabata］（川端）、/otome + kokoro/ →［otomegokoro］（乙女心）
となることを説明するためのもの。詳細については、Ito & Mester（1996）参照。



























/iti + kaI/ →［iTkaI］（一階）
（17）（Ⅱ型、「さ」行）
/iti + saI/ →［iTsaI］（一歳）
（18）（Ⅱ型、「た」行）
（19）（Ⅱ型、「は」行）
/iti + peEdzi/ →［iTpeEdzi］（一頁）
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/iti + haI/ →［iTpaI］（一杯）
まず、（16）の派生から考えることにする。派生は（21）のようになる。
（21）
（21i, ii）は制約 * ... vcv］に致命的に違反するので最適となる候補にはなれない。また、






（22i, ii）は制約 * ... vcv］に致命的に違反するので最適な候補を決めるレースには残れな





/iti + kaI/ * ... vcv」 * ...vT］c *T］c「+v］ IDENT-IO Seq Voi
i. iti]kaI *! *
ii. iti]gaI *!
iii. iT]gaI * * **
iv. iT]kaI * *
/iti + saI/ * ... vcv］ * ...vT］c *T］c「+v］
i. iti ］saI *!
ii. iti ］zaI *!
iii. iT］saI   *
iv. iT］zaI * *
（23）
（23i）は制約 * ... vcv］に致命的に違反するので最適な候補を決めるレースから脱落する。




（24i）は 制約 * ... vcv］に致命的に違反するので最適とならない。また、（24ii）は制約 *






（25i, ii, iii）は、すべて制約 * ... vcv］に致命的に違反しているので最適となる候補の資格が
ない。また、（25iv, v, vi）もすべて制約 * ...vT］cに違反しているが、（25vi）が制約 * T］c
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* ... vcv］ * ...vT］c *T］c［+v］
*!
*                            
/iti + caku/ 








/iti + peEdzi/ * ... vcv］ * ...vT］c *T］c［+v］
i. iti］peEdzi *!
ii. iT］peEdzi  *
/iti + haI/ * ... vcv］ * ...vT］c *T］c［+v」
i. iti］haI *!
ii. iti］paI *!
iii. iti］baI *! 
iv. iT］haI * 
v. iT］paI *
vi. iT］baI * * 














/roku + kaI/  →［roTkaI］（六階）
（28）（Ⅱ型、「は」行）
/roku + peEdzi/  →［roTpeEdzi］（六頁）
（29）（IV型、「は」行）
/roku + hai/  →［roTpaI］（六杯）
「最適性理論と日本語の数詞＋助数詞表現について」（その１）
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/iti + haI/ * ... vcv］ * ...vT］c *T］c［+v］ *T］h
i. iti］haI *! 
ii. iti］paI *! 
iii. iti］baI *!
iv. iT］haI * *
v. iT］pai *
vi. iT］baI * *
（30）（Ⅳ型、「わ」行）
/roku + wa/  →［roTpa」（六羽）
まず（27）の派生に向かうことにする。派生は（31）のようになる。
（31）
（31i, ii）は制約 * ... vcv］に致命的に違反するので最適とはなれない。また、（31iii, iv）の




（32i）は制約 * ... vcv」に致命的に違反するので最適性は付与されない。また、（32ii）は制










iv. roT］gaI * *
/roku + peEdzi/ * ... vcv］ * ...vT］c *T］c［+v］
i. roku］peEdzi *! 
ii. roT］peEdzi *
（33）
（33i, ii, iii）は、すべて 制約 * ... vcv」に致命的に違反しているので最適となる候補を決め





（34i, ii, iii）は、すべて制約 * ... vcv］に致命的に違反しているので最適となる候補とはなり
えない。また、（34iv, v, vi）もすべて制約 * ...vT］cに違反しているが、（34vi）が制約 * T］c







/roku + haI/ * ... vcv］ * ...vT］c *T］c［+v］ *T］h
i. roku］haI *!
ii. roku］paI *!
iii. roku」baI *! 
iv. roT］haI * *
v. roT］pai *
vi. roT］baI * *
/roku + wa/ * ... vcv］ * ...vT］c *T］c［+v」
i. roku］wa *! 
ii. roku］pa *!
iii. roku］ba *! 
iv. roT］wa * 
v. roT］pa * 
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iv. roT］wa * *
v. roT］pa *
vi. roT］ba * *
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９３ ０ ０ ５８ ８１ １３３ ３６５ ７４.９
０ ３０ １３ ０ ０ ０ ４３ ８.８
１８ ０ ０ ２０ １９ ２２ ７９ １６.３
１１１ ３０ １３ ７８ １００ １５５ ４８７
２２.８ ６.２ ２.７ １６.０ ２０.５ ３１.８N2に対する割合（％）
１ ３ ４ ６ ８ １０ 計 N2に対する割合（％）
（N）の表（64頁～89頁）中の総数1,260例（数詞「1，3，4，6，8，10」）（＝N1）変化している総数487（＝N2）
N2/N1×100 = 38.7（％）
「 行 」 別　　　　　　表２
















３９ ０ ０ ５６ ２３ ５８ １７６ ４８.２
３６ ０ ０ ０ ３６ ４１ １１３ ３１.０
１４ ０ ０ ０ ２０ ２３ ５７ １５.６
４ ０ ０ ２ ２ １１ １９ ５.２
９３ ０ ０ ５８ ８１ １３３ ３６５
０ ６ ０ ０ ０ ０ ６ １４.０
０ ４ ０ ０ ０ ０ ４ ９.３
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０ １９ １２ ０ ０ ０ ３１ ７２.１
０ １ １ ０ ０ ０ ２ ４.６
０ ３０ １３ ０ ０ ０ ４３
１８ ０ ０ １９ １８ ２０ ７５ ９５.０
０ ０ ０ １ １ ２ ４ ５.０
１８ ０ ０ ２０ １９ ２２ ７９
Ⅲ
Ⅳ
